
-

一
〇
四

京

都

磁

器

発

展

策

（

奨

励

会

）
　（

九

、

コ

ニ
、

大

阪

時

事

新

報

所

載

）

京
都
の
製
陶
界
に
て
は
旧
型
の
墨
守

を
廃
し
時
勢

に
辿
応
し

て
大
い
に
斯
界

に
新
機

軸
を
出
す
所
あ
ら
ん
と
の
目
録
見
に
て
今

回
九
鬼
男
爵
初

め
人

森
知

事
、

巾

沢
博

士
、
内
貴
、
西
村
（

治
兵
衛

）
雨
森
、
藤
江
の
諸
氏
主
用
と

な
０

で
奨
励
会

を
京

都
市

五
条
坂

陶
磁
器
試
験
場

内
に
設
置
し

か
。

そ
の
特
色
と
す

る
所
は

春
秋
二
期
斯

逆

の
技
芸
家
よ
り

新

作
品
の
出
品

を
需
め
、

こ
れ
を

陳
列
し

て
有

志
者
の
観

覧
に
供
し

優
等
品
を
購
入
し
特

に
鎬
秀
な
る
者

へ
は
賞
与

を
行
い
以

て
斯
業
の
発
展
を
期
す

る
に
あ

る
。

会
長
け
九
鬼
隆
一
　（

男
爵
）
幹
事
は
中

沢
岩
人
、
雨
森
菊
太
郎
、
銷
光
山
宗
兵
術
、
松
風
嘉
定
、
藤
江
永
孝

の
五
氏

で
、

十
一
月
中

旬
、

岡
鎬
町
美
術
協
会
で
第

一
回

を
催
す
と
。

明
治
四

十
一
年
三
月
京

都
陶
磁
器
奨
励
会
の
記
事
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

第

八

回

奨

励

会

総
出
点

数
は
一
五
五
、

総
出
品
人

数
一
〇

五
、

受
賞
者
は
総
計
四
八
名
で
あ
っ
た
。

第

八

節
　

京

都

府

の
　
業

績

明
治

三

年
　
勧
業
塲
（
河
原
町
二
条
下
ル
旧
山
口
藩
邸
）
内
に
今
庄
局
仮
局
を
設
け
る
。

明
治
十
一
年
　
独
人
、
ワ
ダ
ネ
ル
を
招
き
、
化
学
工
業
品
の
製
作
即
ち
、
陶
磁
、
七
宝
、
琺
瑯
、
玻
璃
、
工
業
薬
品
等
の
製
造
を
指
導
せ
し
め
た
。

明
治
四
年
－

十
三
年
　
産
業
振
興
策
の
た
め
、
毎
年
博
覧
会
を
問
催
し
た
。

圉
治
五
年
丿
遐
降
　
物
産
引
立
総
会
社
が
五
年
以
後
物
産
引
立
会
社
と
な
っ
て
一
事
業
会
社
と
し
て
発

足
す
る
や
、

同
社
の

事
業
の

｝
と
し
て
、

相
楽
郡
童
仲
居
開
拓

地
に
移
住
窮
民
授
産
の
た
め
、
同
地
で
陶
石
の
製
造
を
行
は
し
め
た
。

明
治
二
十
年
　
府
費
を
支
出
し
て
、
陶
磁
器
、
織
物
、
染
物
、
機
械
製
作
等
に
つ
い
て
留
学
生
を
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
し
た
。

第

三

篇
　

大

正
j

/ ｀j



第

一

章
　

本
邦
陶

磁
器

業
界
の

推
移

大

正

時

代

の
業

界

を
概

観

す

る
と

、

初
期

で

は

囗

応
戦

役

後

の

奸

影

贊

壱

う

け

て
、

内

需

、
外

需

と

も
好

羂

壱

続

け

、

機

械

利

用

の
丁

場

も

各
地

に

続

出

し

、

活

況

の

う

ち

に
経

過
し

て

い

る
。

大

正

三

年

、

第

｝
次

世

界

大

戦

勃

発
し

て

、

諳

外

国

の
谷

沢

品

の

輸

入

禁

止

や

船

舶

の

欠

乏

な

ど

の

た

め

、

輪

生

面

で

は

一
時

不

況

時

代

に
入

っ

た

が
、

大

戦

の

長

期

化

す

る

に
及

ん
で

、

市
場

は

次

第

に

品

う

す

と

な

り

、

注

文

は

急

激

に

増

加

し

、

価

格

も

漸

騰
し

て
、

瀬
戸

、

芙
言

地

方

の

輸
出

陶

業

け
黄

金

時

代

と

な

り

、

我

国

陶

磁

業

は

世

界

的

に

庄

乎

と

し

た

地

位

を

催

保

す

る

に

至

っ

た

。

註

、
米
田

は
従
来
、
我
が
国

、
陶
磁
器
の

最
人
福
山
市
場
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
品

と
の
鬨
に
散
仕

な
競
争

が
続
け
ら
れ
て

い
た
。
世
界
大
戦
開

戦
後

は
、
囗
本
の
独
占
状
態
と
な
り
、
輸
出
額

は
愆
増
し
た
。

乂

従
来

の

フ
ァ

ン

シ
ー

、

グ

ッ
ヅ

に

代

っ

て

、

改

良

食

器

が

多

く

な
０

、

戦

後

に

は

南

洋

方

面

の

袖

出

も

増

大

し

、

乂

、

タ

イ

ル
、

テ

ラ

コ

。
夕

等

の

製

造

や
高

圧

碍

子

、

衛

生

陶

器

、

工

業

用

耐

酸

熕

⑤

の

製

造

も

急

進

を
み

せ

て

い

る
。

こ

の

う

ち

、

化

学

用

磁

器

で

は
、

薤

発

皿

や
坩

堝

な
ど

は
、

我

国

で

も

ド
イ

ツ

品

が

輸

入

さ

れ

て

い

た

が
、

戦

後

東

京

の

工

業

試

験

所

、

京

都

の

松

風

工

業

会

社

等

で

製

造

さ

れ
、

米

国

へ

も

輸

出

さ

れ

る
よ

う

に

な
っ

た

。

こ

れ
も

ド

イ

ツ

品

に

か

わ

つ

て

、

進

出

し

た

も

の

で

、

又

と

な

い
奸

機

を
と

ら

え

た

も

の

で

あ

る

。

大

戦

前

後

の

我

国

陶
磁

器

の

生
産

及

愉

出

額

は
、

大

戦

初

期

の

大

止

四

年

で

は

生

産

額

『

七

〇

〇

万

円

、

愉

出

額

七
〇

〇

万

円

で

あ

っ

た

が
、

大

戦

景

気

の

最

有

期

で

あ

る
七

年

で

は

、

生

産

額

四

、

四

〇

〇

万

円

、

輸

出

額

二

三
〇

〇

万

円

に
上

昇

し

て

い

る
。

註
、
同

年
の
跼
業
生
産
額
二
号
円
巾
、
セ
メ
ン
ト
四
、
五
〇
〇
万

円
、
つ
卜
で
陶
磁
器
四

、四
〇
〇
百
万

円
、
硝
子
四

、二
〇
〇
万
円
等
が
あ
げ
ら
れ
、
京
菜
桧
山
㈲
四

、〇
〇
〇
万

円
巾
、
陶
磁
器

以

聡
は
四
五
彩
、
硝
子
三
〇
％

、

セ
メ
ン
ト

ー
三
％

で
陶
磁
言
・
以

察
か
ぼ
位
を
し
め
て

い
る
。

乂
、

大

正

七

年

の
国

内

陶

磁

器

の

生

産

高

順

位

は

、

愛

知

加

一
、

九

八

〇
万

円

で

首

位

を
示

し

、

こ

れ

に

つ

い

で

岐

阜
、

佐

賀

、

京

都

、
石

川

、

兵

庫

、

三

重

、

愛

赧

、

長

崎

、

滋

賀

の

順

と

な

っ

て

い

る

。

大

正

年

開

の

陶

磁

器

国

内

生

産

高

及

び
輸

出

高

は

次

表

の
通

り

で

あ

る
。

一
〇
五



年
　
　

次

入
　

正
　

元
　

年

四 三 二六　 五

一

〇　 九　 八　 七

一

一

一

一

一

一

一
一
一

一

四

国

内

生

産

高

『

六
五
五
万
円

『

七
六
八

』
、
五
五
六

｛

七
五
三

二
、
百

｝二

二
、
九
三
四

四
、
四
ニ

ー

六
、
四
六
六

六
、
二
八
四

五
、
四
〇
六

六
、
〇
四
九

五
、
四
七
四

六
、
八
五
三

七
、
八
Ｔ
八

輸
　

出
　

高

五
四

五
万
円

六
六
四

五
九

一

六
九

五

一
、
二
〇
四

『

四

四
七

一
、
九
九
六

二
、
二
六

三

一
三
　
一
四
五

几

○
七
九

气
　

匸
一
一

二

、
三
四
六

二
、

五
四
四

三
、
五
二
七

一
〇

六

（
農
商
務
商
統
計
に
よ
る
）

こ
の
期
間

に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

１
　

水
　

金
　

問
　

題

大
戦
の
影
糾
と
、

陶
磁
器
の
需
要
激
増
に
よ
り
、
国
内
産
の
水
金
の
み
で
は
輸
出
陶
磁
器
の
絵
付
ち
困
難
と

な
り
、

全
国
的
の
問
題
と
な
っ
た

が
、
全
国
の
業
界
及

び

関
係
者
が
運
動
し

て
、
我
国

の
金
塊
を
輸
出
し

て
、

米
国
の
水
金
を
プ

ー
ル
輸
入
し
、
漸
く
需
要
に
応

ず
る
こ
と

が
で
き

た
。

２
　

ト

ン
ネ
ル
窯
の
採
用

大

正
二

年
、

囗
木
陶
然
株
式

会
社
で
、

ド
イ
ツ
式
の

マ
イ
ヤ

ー
式

絵
付
け
ト

ン
ネ

ル
窯

を
築

い
た
。

大
正
九
年
、
小
倉
の
東
洋
陶
器
株
式
会
社
で
、

ド
レ
ス
ラ
ー
式
ト
ン
ネ
ル
窯
を
採
用
し
て
本
焼
に
成
功
し
た
。

こ
れ
は
斯
界
に
一
新
紀
元
を
圉
し
た
も
の
と
い
え

る
。

乂
、
大
正
十
四

年
に
は
電
気
利
川

の
絵
付

け
窯
が
名

古
屋

地
方

で
使
用
さ
れ
始

め
た
。

３
　

陶

歯

の

製

造

大
正
七
年
松
風
工
業
株
式
会
社
で
我
国
最

初
の

陶
歯
の
製
造
に
成
功
し
た
。

韭
す

る
に
大
正

年
代

に
お
い
て
は
、

世
界
大
戦
の
影
響
に

よ
り
、
海
外
市
場
は
、

従
来

の
輸
出
国
で
あ
っ
た
、

ド
イ
ツ

ー
イ
ギ
リ
ス

ー
フ
ラ
ン
ス

ー
オ
ー
ス
ト
リ

ー
等

に
か
わ
り
、

我
国

陶
磁
器
の
進
出
め
ざ
ま
し
く
、
洋
食
器
、
碍
子
、
衛

生
陶
器
、

化
学
磁
器
に
お
い
て
、

技
術
改
良
、
製

産
設

備
の
増
大
等
に
よ
り
、
著
し
い
発
展
を
示

し
た
。
乂
特
筆
す

べ
き
は
、

岐
阜
県
の
磁
器

が
急
速
に
進
歩
し
、
内
地

向
食
器
は
遂
次

京
焼
に
接
近
し
、
佐
賀

∴
石
川
地
方
も
、

そ
れ

ぞ
れ
改
良
、
進
歩
し

た
こ
と
で

あ

る
。

第

二

章
　

京

都

陶

磁

器

業

界

の

概

要

第
一
次
世
界
人
佐

を
契
機
と
す

る
全
国
的
需
要
の
増
大

に
影

響
さ
れ
て
、

京
都
で
も
、

大
手
の
松
風
工
業
、

高
山
耕
山
工

場
等
も

そ
の

基
礎
を
確
立
し
、

乂
柴
剛
、

五

条
、
佶
水
の
狭
隘
、

市
街
地
、
風
致
地
区
と
し
て
の
制
限

等
よ
り
、

新
た
に
日
吉
町
、

泉
涌
寺
圸

ぼ
へ
の
移
転
開

窯
を
見
る
な
ど
生
産
規
模
を
拡
大
し
、
経
営
状
況
も
漸
く

近
代
資
本
主
義
の
影
糾
を
う
け
は
じ
め
た
。

こ
の
た
め
大
正
期
は
僅
か
十
五
乍
で
あ
っ
た

が
、

そ
の
後
の
業
界

に
一
転
期

を
川

す
る
こ
と
と
な
る
過
渡
的
世
代
と
し
て
重
要

な
示

義
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

生
　

産
　

と
　
貿
　

易

大
正
初
年
行
明
治
よ
り

引
続
き
右
況
を
見
せ
、

大
正
二
年

の
府
下

陶
磁
器
生
産
額

は
、
市
内
一
四
一
万
五
千
円
、

郡
部

三
五
万

八
千
円

計
一
七
七
万

三
千
円
で
あ
り
、

そ

の
中
で
郡
部
生
産
額

の

九
八

名
は
紀
伊

部
で
あ
っ
た
。

乂

同
年

の
京
都
陶
磁
器
輸
出
額
は

六
九
万
九
千
円
（

直
接
輸
出
一
万

一
千
円
、
㈲
社
を
通

じ
た
も
の

六
四
万

九
千

円
、

ホ
テ
ル
其
他
で
の
店
頭
販
売
三
万

九
千
円
）
で
、

そ
の
輸
出
先

は
、

米
、

英
、

仏
、

独
、

濠
、

伊
、
中
川
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
ト

ル
コ
、
露
国

の
順
で
あ
っ
た
。

註
、
京
祁
府
誌
に
よ
れ
ば

１
　
同
年
の
袖
山
額
の
他
に
、
伊
万
果
、
九
谷
焼
等
を
京
郎
か
ら
約
二
万
円
輸
出
し
て
い
る
。

一
〇
七



一
つ
）八

２
　

京
都
市

の
同
年
度
海
外
輪
出
品

は
合
計
で
四
五
二
万
円
そ
の
巾

、
内

磁
器

は
刺
艢
の
八
七
万
円

に
っ

卜
で
、
六
九
万
円

と
第
二
位
を
占
め
、
遐
下
拙
織
物
五
九
万

円
ノ

川
手
、
団

岨
四

七
万

円
か
フ
つ
い
て

い
る
。

大

正

三

年
頃

か
ら

明

治

以

来

抽

出

の
人

部

分

で

あ

っ

た

鏥

光

山

を

中

心

と

す

る
金

彩

の

柴

山

焼

に

恆

し

て

、

畑

与

一
商

店

、

同

六
年

頃

か

ら

佐

治

㈲

店

に

よ
０

、

初

め
て

汗

水

焼

の

染
付

磁
答

や

仁

祐
、

乾
山

風

の

陶

器

が
、

朝

佰

、

満

州
、

台
湾

、

中

川

、

南
洋

方
面

に

抽

移

出

さ

れ

、

大

正

七

年

に

は
墨

貫

入

氷

裂
釉

、

彩
画

陶

器

、

古

染

付

の

磁

器

、

そ

ば

粕

の
花

器

、

食

石

、

置

物

等

が
米
田

、

香

港

、

東

南

ア

ジ

ア

、

巾

川

、

淡

州

等

に

抽

移

出

さ

れ
て

い

る
。

大

正
中

期

に

が
っ

て

、

第

一
次

世

界
人

戦

の

焙

烙

と

と

も

に

、

忽

ち

不

況

が
見

舞

い
、

大

正

七

年

の
京

都
市

の

陶

器

輸

出
額

は

二

八
万

六
千

円

に

温
少

し

、

同

九

年

は
、

輸

出

額

の

み

拮

拮

直
し

た

が
、

そ

の

後

の

財

界

変

動

と

と

も

に

再

び
不

況

と

な
り

、

市

内

職

工

数

も

、

同

八

年

の
二

四

三
〇

名

か

ら
同

九

年

に

は

そ

の

約

二

割

を

減

少

し

て

い

る

。
同

九

年

五

月

八

日

の

報

知

新

闘

は
、

京
都

の
陶

器

業

者

五

内

軒

休

業

京

都
市

陶
器

業

者

五
百

軒

は

財

界

不
況

の

た

め

、

心

議

の

結

果

二

、

三
日

問

休

業

す

る
事

と

な
０

、

職

工

等

は
賃

金

二

割

減

に

て

使

用

さ

れ

た

し

と

要

求

し

た

る
も

之

を
拒

絶

さ

れ
寄

々
善

後

策

協

議
中

、

と

記

載

し

て

い

る

。

続

い

で
大

正
十

二

年

に

は

関

東
六

百

災

の

影

糾

も

あ

り

、

需

要

の
伸

び

が

あ
っ

て

再

び
市

内

の

生
産

額

は
四

三
〇

万

円

に

上
昇

し

て

い

る

。

こ

の
問

特

筆

す

べ

古

は

汗

水

、

五

条

壱

中

心
と

す

る

磁
器

の

生

産

で

あ

る

が
、

そ

の
中

で
も

日

川

及

び
割

烹

食

器

の

伸

長

け

人

吉

く

、

大

正

三

年

頃

迄

は

そ

の

産
額

も

僅
少

で

あ

っ

た

が
、

そ

の
後

大

正

七

、

八

年

迄

の

好

況

時

に

は
飛

躍

的

に
需

要

増

加

す

る

に
及

ん

で

創

業

す

る

者
も

増
加

し

、

設

備
も

拡

張

さ

れ

、

日

吉

、

泉

涌

寺

址

ぽ

の

盛
業

と

と

も

に
、

五

条

、

清

水

地

区

の

今

日

の

基

礎

も

こ

の

と

き

に

築

か

れ

た
面

加
多

い
。

日

吉

、

泉

涌

寺

地

区

の

開

窯

こ

の
よ

う

な

情
勢

下

に
、

大

正

二
　

三

年

頃

の
桧

出

不

振

に

よ

る
影

糾

を
受

け

た
愛

知

、

岐

阜
、

石

川

及

九

州

等

よ

り

職

工

及

び

一
部

業

者

の
京

都

流

入
士

な
０

、

柴

山

、

五

条
汗

水

の
狭

隘

と

相

ま

っ

で

、

大

正

二

年

日

古

址

ぽ
、

大
ｙ
に
五

年

泉
涌

与

地

図

の
闘

窯

が
始

ま
０

、

京

焼

に

人

き

な

変

動

を

も

た

ら

し

、

こ

の
地

区

で

は

日
用

品
、

工

業

用
品

の

製

造

が

は

じ

め

ら

れ

た

。

詳

細

は

後

述

す

る

。

労
　
　
働
　
　
問
　
　
題

第
一
次

大
戦

の
好
況
を

契
機
と
し

て

資
本
主
義
の

興

隆
期

に
入

る
や

陶
磁
器
業
界
で

も
、

製
造
業
主
と
従
業
員
の
対
立

が
見
ら
れ
労
働

問
題
が
改

め
て
、

注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

特

に
伝
統
を
重
視
す

る
当
時
の
京
都
の
業
界

は
労

資
関

係
が
多
分
に
封
性
的
で
あ
り
、

労
働
者
の
地
位
も
惨
め
で
あ
っ

た
が
、
人
戦
後

の
物

価
高
騰
に
際
し
、
全
国
的
に
擬
頭
し

た
労
資
間
の
対
立

が
、
こ

の
業
界

に
も
波

及
し
、

労
働
者
の
自
覚
に
よ

る
最
初
の
本
格
的

ス
ト
ラ
イ

キ
が
行
わ
れ
待

遇
改
善
を
要
求

す
る
匸
至
っ
た
の
で
あ

る
。

即
ち
大
正
十
二
年

に
は
新
興
地
域

で
あ
っ
た
囗
古

町
を
中
心
に
、
賃
金
値
上
げ
の
全
面

的
総
罷
業

が
行
わ
れ
、
爾
後
数

ケ
年

に
わ
た
り
、
工

場
土
と
従
業
八
の
斗
争

が
繰
り
か
え

さ
れ

た
が
、
そ
の
間

に
従
業

員
の
待
遇
も
徐
々
に
改
善
さ
れ
、
生
活
様
式
の
合
理
化
も
行

わ
れ

た
。
（
労
働

問
題
の
項
参
照
）

そ
　
　
　

の
　
　
　

他

大
正
六
年
、
伊
東

陶
山
と

諏
訪
蘇
山
が
帝
京
技
芸
八
に
推
挙

さ
れ
た
。

同
年
、
松
風
系
の
石
業

と
し

て
経
営
し
て
い
た
金
沢
卜に
ヴの

囗
木
硬
質
陶
窓
会
社

が
釜
山

に
朝
鮮
硬
質

陶
器
会
社

を
設
立
し

た
。

同
年
十
二
月
、
松
風

陶
器
合

資
会

社
は
松
風
丁
業
株
三

会
仕
口
組
織
千

広
崕
し

た
。

人
正
七
年
、

高
山
工
場

が
高
山
化
学
陶
器
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

人

声

八
年
、
市

立
陶
磁
器
試
験
場

は
、

国
立
陶
磁
器
試
験
所
（
農
商
務
竹
所
行
）
に
移
譲

昇
格
し

た
。

初
代
場

長
、
工

学
賻
士
、

値
山
豊
橘
。

一

〇

九

大正４年　京祁斐田焼工場の一部 （京肘 飢竺器合資会社工場）



一
一
〇

そ
の
他
、
市
立

陶
磁
器
試
験
場
に
お
い
て
は
、

素
地

青
磁
の
創
作
、

磁
器

艶
消
釉

の
調

整
、
白

高
麗
磁
の
製
作
、
石
膏

試
験
の
完
成
、

中
国
産
呉
須
代
用
品

の
発
明
等
あ

０

、
大

き
な
成
果

を
あ

げ
て
い

る
。

乂
、
大
正
初
期
に
は
、
大

阪
高
工
出
身
の
小
森
忍
、
東
京
高
工
出
身

の
河
井
寛
次
郎
、

浜
川

塵
司

等
が
市
立
陶
磁
器
試
験
煬

に
き
て
、

研
究
士
訓
育
を
受
け
、
河
井

寛
次

郎
は
京
都
で
浜
川

庄
川
は
益
子
で
活
躍
を
け
じ
め
、
新
進
作
家
と
し
て
河
村
蜻
山

の
名

が
あ
げ
ら
れ
た
。

同
九
年
に

は
清

水
六
兵
衛
（
四
代
）

が
歿
し

て
い
る
。

以
上

概
況

を
述

べ
た
が
、

そ
の
中

の
主
要

半
項
に
つ
い
て
は
次
章
に
述

べ
る
こ
と
と
す

る
。

第

三

章
　

業
　

界
　

事
　

情

第
　

一
　

節
　
　

日

吉

町

、

泉

溷

寺

地

区

の

発

展

１
　

日

吉
町

の
開
窯
と
発
展

明

治
来

か
ら
大
正

の
初
期
に
か
け
て
、
柴
山
焼
の
隆
盛
と
共
に
、
他
地
方
か
ら
技
術

習
得
の
た
め
或

は
京
都
へ
の
事
業
塲
の
移
転
等

に
よ
り
、

京

都
に
移
住
、

進
出
す

る

も
の

が
多
く
な
０

、
従
来

の
柴

山
、

五
条
佶
水
地
ぼ
は
、

風
致
地

ぼ
、
住
宅
区

域
に
指
定
さ
れ
、

且

つ
狭
隘
と
な
っ
だ
の
で
、
こ
れ
ら
惱
地
方
か
ら
の
進
出
者

を
中

心
と
し

て
、

一
部
、
東
山
線
沿
い
の
、
退

路
拡
張

に
よ
る
立
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
を
も
合
め
、

新
し

い
土
地
の
開
拓
を
要
詰
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ

た
。

大
正
二

年
、

東
山
の
蛇
ヶ

谷
の
丘
陵
地

帯
は
、
未
朋

の
草
深

い
竹
箆
の
荒
地
で
あ
り
、

智
積
院
の
圉

に
、

日
吉

病
院
（

避
病
院
）
か
お

る
の
み
で
、
勿
論
、
今
の
東
海

逆

線
の
東
山
ト
ン
ネ
ル
も
な
く
、

鉄
道
は

ず
っ
と
南
方
の
稲
荷
、

桃
山

を
経
て
、

山
科
の
勵
修
寺
地
区
を
通
っ
て
人
津

に
ぬ
け

て
い
た
時
で
あ
っ
た
が
、

西
仁
太
松
が
率
先
、

こ
の
蛇
ヶ

谷
の
地
に
築
窯
し
か
。

こ
れ

が
現
在
の
日
吉
町

陶
業

の
創
始

で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
、

福
川
松
斉
（

二
代
）
若
林
与
三
松
、
加

藤
楳
鳳
、

吉
川

作
松
、
平

野
善
四
郎

等
が
相

つ
い
で
工
場

を
肆
設
し
、

大
正
七
、
八
年
に
は
居
住
者
も

Ｉ
〇
〇
戸
以
上
と

な
り
、

陶
窯
十
二
、

素
焼
窯
四
〇

、

ロ
ク
ロ
、
二
〇
〇
台
を

こ
え

る
盛
況

と
な
り
、

日

吉
町

の
陶
業

は
、
今
次

第
二
次

大
戦
の
終

る
ま
で
、
こ
の
十
二

基
を
巾

心
に
、

勣
い
て
い
る
。

日
吉
1
1
1
1

は
前
述
の

よ
う

に
、

各
地
か

ら
の
進
出
者

を
主
と
し

、
新
鮮
な
息
吹
き
か
お
り
、
創
業
当
時
は
製
品

の
大
半

は
粟
田

焼
風

の
も
の
で
あ
っ
た
。

乂

五
条
坂
の

延
長

の
よ
う
で
あ
り
な

が
ら
、

五
条
、

佶
水
地
ぼ
の
、

伝
統
的
、
芙
術
品
を
中
心
と
す

る
保
守
的
経
営
方
針

に
対
し

て
、

こ
こ
で
は
経
営
面

、
佰
造
面
共
、
新
鮮
さ
と
自
山

さ
が

あ
り
、
日
用
品
、
工

業
用
品
を
中
心
と
し

て
発
達
し
、

今

日
の
蛇
ヶ

谷
の
特
殊
形

態
と
、
特
色
を
築
き

あ
げ
た
の
で
あ
る
。

又
、
第

一
次
欧
州
大
戦
後
の
好
況

時
代

に
は
、
半

磁
器
の
隆
長
期
で
あ
っ
た
の
で
、
生
産
の
八
割
近
く
は
、
半
磁

器
、

磁
石

に
よ
っ
て
宀

め
ら
れ
、

柴
田

上
物
は
次
第
に

減
少
す

る
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
。

欧
州
大
戦
中
の
好
況

も
、
四

日
市

製
品

の
進
出
と
、
不
況
の
影
響
を
受
け
、
大
正
九
年
五
月

に
は
、
不
況

の
極
に
達
し
、

十
六
日
問
、
ろ
く
ろ

に
封

印
し

て
作
業
を
停
止

し
て
い
る
。

こ
の
地
区

は
、

京
都
に
お
い
て
も
比
岐
的
工
場
形

態
の
大

き
い

と
こ
ろ
で
、

工

具
の
数
も
多
く
、

大

正
十

年
に
は
、

日
吉
地
区
従
業
貝

組
合

が
結
成
さ
れ
、

同
十
四
千
夏
の
、
京

焼
全
般
の

労
働

争
議
は
、

そ
の
中
心
加
日
吉
地

ぼ
で
あ
り
、
二
十
数
日
間

に
亘
っ
て
労
資
の
斗
争

が
く
り
拡
げ

ら
れ

た
。

し

か
し
て
こ
の
大

争
議

を
契
機
と
し

て
、

加
藤
吉
郎
工
場
で
は
京
都
最
初
の
電
動
装
置

に
よ
る
機

械
ろ
く
ろ
が
採
用

さ
れ
、
乂

登
窯
の
改
良
（
第
五
～
六

室
ま
で
磁
器
焼

成
可

能
と

な
る
）
、
成
型
の
機
械
化
等
が
、
こ
の
地
区
を
中
心
と
し
て
行

わ
れ
て
い

っ
た
。

こ
の
地

ぽ
の
明
治
四
十

五
年
及

び
現

在
ま
で

の
開
窯
要
ｍ

は
別
掲
の
と

お
り
で
あ
る

が
、

先

に
述

べ
た
と
お
り

こ
の
地
区
で
は
、
京
都
の
各
地
区
と
比
較
し

て
も
工
場
形

態
を
形
成
し
た
比
較
的
規

模
の
大
き

い
も
の
が
多
く
、

企
業
者
総
数
で
は
、
五
条
地

ぽ
、
泉

涌
寺

地
区

に
比
し

て
最
少
で
あ

る
が
、
そ
の
生
産
額

は
常

に
最

高
位

を
保
持
し

（
昭
和
三
十
年
謳
査
）
、
「

新
清

水
」

と
袮
せ
ら
れ
て
い

る
。

２
　

泉
涌
寺
の
開
窯

と
発
展

清
水
、
五
条
か
ら
日
吉
地
区
へ
移

窯
し
始

め
た
の
は
大

正
二

年
で
あ
っ
た
が
、

つ

づ
い
て
大
正

五
年

に
は
泉
涌
寺
附

近

二
（

が
京
都
の
有
力
な
陶
磁
器
製
造
地
区
と
し

て

の
本
格
的
進
出
を
見

る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
の
地
は
古
く
か
ら
窯
業
と
は
深

い
縁

か
お
り
、

天

正
十
四
年
、
豊
臣
秀
吉
が
大
仏
殿
を
造
営
す

る
に
当

っ
て
、

遠
路
運
搬
の
不
便
を
さ
け

る
た
め
、
こ

の
附

近
に
瓦
窯

を
築
い
て
製
造
さ
せ
、
山
巾
山
城
守

を
奉
行
と
し

て
管
理
さ
せ
て
以

来
、
製
瓦
業
が
盛
ん
に
な
り
、

こ

の
附

近
の
上
と
、

優
秀
な
技
術

が
評
価
さ
れ
て
「
大

仏
瓦

師
」

と
し

て
名
声
を
愽
し
て
き
た
。

大
正

初
年

に
は
こ
の
業
者
は
、
人

仏
殿
附
近
か
ら
泉
涌
寺
方
面
に

旦
つ
で
、
二
十
八

軒
あ
り
、

こ
の
中
、

泉
涌
寺
東
林
町
附
近
に
は
十
軒
余

が
蝟

集
し
て
い

た
と

い
わ
れ
る
。

島
村
久
三
郎
は
、
京
都
の
伝
統
的
陶
芸
家
、
永

楽
言

五
郎
の
築
窯
師
で
あ
っ
た
が
、

永
楽
家
よ
０

資
本
を
借
り
、

大

正
五
年
、

東
林
町
附
近
に
開
窯
し
た
。
烏
村
は

貸
窯

を
主
と
し
、
こ
の
窯
を
利
用
し
た
立
焼
業
者
に
は
衫
崎
竹

治
郎
、
内

藤
福
三
郎
、

島
川
与

三
郎
、
田

小
爪
太
郎
（
和
物
製
造
）

野
村

源
次

郎
、

馬

場
崎
駒
吉
（

瓶
口
）

等
が

一

。一

。一



一

匸
一

あ
っ
た
。
同
七
年
、
中
西
真
平
の
問
窯
前
後
に
は
既
に
こ
の
地

ぼ
の

登
り
窯
は
、
七
、
八
恭
を
数
え
た
と
い

わ
れ
、

こ
の
二

、
三
年

に
急
速
な
発
展
を
と
げ
た
も
の
で
あ

る
。

な
お
、

こ
の
開
、
泉
山
了
谷
（
愛
知
県
多

治
見
出

身
で
、

旧
姓
、

梶
山
、

通
名
高
木
茂
）
は
元
、
柴
川

の
丹
山
、

鏥
光

山
に
学
び
、

明
治
三
十
二
、
三
年
頃
、
陳
列
所

を

東
山
通

渋
谷
角
に
、
乂
、
明
治
三
十
七
、
八
年
頃

に
は

登
り

窯
を
泉
涌
寺
附

近
に
築
き
、

そ
の
作
品

は
中
国

陶
器
の
写
を
士
と
し
て
、
辰
砂
釉
の
研
究
を
重

ね
て
、

泉
山

焼

で
売
り

、
興

止
寺
門
跡

に
愛

せ
ら
れ
て
、
泉
山
了
谷

の
作
家
号

を
お
く
ら
れ
た
が
、

明
治
四
十
四
年
頃
北
海

道
に
渡
い
二

同

地
で
新
た
に
発
見
さ
れ

た
陶
土

を
利
用
し

て
耐

火

煉
瓦
の
製
造
を
主
と
す

る
陶
器
会
社

を
設
立
し

た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

乂
、

泉
涌
寺
開
窯
当

初
の
製
品

は
、

日
吉
地
区

の
事
情
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、

や
は
り
栗
旧

址
の
好

錮
を
移
し
て
、

生
産
額

の
約
三
割
を
占
め
、

磁
器
及
び
牛
磁
器
、

其
他
で
残
り

を
占

め
て

い
た
。
欧
州
人

戦
時
の
好
況
時
に
は
、
（
大
正
七
、
八
年

）
半

磁
器
の
製
産
が
盛
ん
に
な
り
、

業
者

も
こ
れ
に
力
を
汪

い
だ
が
、

四
日
市
製
品
に
圧

迫
さ
れ
て
、
再

び
陶
器
、

磁
器
に
移
行
し
た
。
（

こ
の
問
、
粟
田

陶
器

は
次
第

に
衰
微
し

て
い
っ
た
）

乂
こ
の
地
区

の
企
泉
は
、

開
窯
当
初
の
貸
窯
を
中

心
と
し

て
発
震
し

た
た
め
、

日
吉
地
区
に
比
較
し
て
、
小
企
業

が
多
く
、

十
人
以
上
の
従
業
貝

を
も
っ
だ
工
場

は
四
？

五
で
あ
り
他

は
家

内
工

業
者
で
、

い
わ
ゆ

る
家
族
労
働
者
を
中

心
と
し

て
い
た
。
（

大
正
八

年
当
地
区
の

冷
り
窓
八

基
、

営
業
者
約
二

十
戸
）
。

こ
う
し

て
、

泉
涌
寺
地
区
は
、
遂
年
発
展
し

て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地

ぼ
も
、
日
吉
地
区
と
同
じ

よ
う
に
、

各
地
か
ら
の
移
住
者
（
当

初
の
窯
持
は
、

主
と
し
て
、

五
条
、

柴
田

地
区

よ
り
移
転
し
、

従
業
貝

は
、

東
濃
、
会
津
方
面
の
出

身
者

が
多
か
っ

た
）

が
多
く
、

新
開
地

と
し

て
の
祐
新
の
気
風
と
、

開

拓
精

神
に
燃
え
て
い
た
の

で
、
従
業
員
も
、
労
働
者
意
識

に
徹
し
、
大

正
中
期
よ
り
来
年
に
か
け
て
、
労
働

問
題

か
頻

発
し

て
い
る
。

即
ち
、
こ
の
地
区

に
は
、
前

述
の
瓦
址
業
者
が
大
正
十
三
年
頃

に
は
約
十
業
者
を
数
え

て
い
た
が
、

こ
の
年
、

瓦
焼
業
界
に
波
及
し

た
労
働

争
議

は
、

約
二
ヵ
年
に
巨
っ
て
、

そ
の
斗
争
を
繰
り

返
し
、

業
界
の
不
況
七
手
伝
っ
て
、

そ
の

中
の
气

三

は
陶
磁
器

に
転
換
し
、

他
は
操
業
を
止
め
て
、
伝

統
の
あ
っ
た
瓦

焼
も
殆

ん
ど
絶
滅
し
て
い
っ
た
。

災

に
、

こ
の
地
ぼ
も
、

人
正
十
四
干
夏
の
京
焼
業
界

の
争

議
に
は
、
深
刻
な
斗
争
を
起
し
て

い
る
が
、

こ
の
結
果
、
労
働
問

題
、
雇
傭

問
題
の
認
識
を
高
め
る
反

面
、

従
業
八

の
自

立
傾
向
―
さ
き
に
述

べ
た
獄
窯
中

心
地
区
で

あ
っ

た
こ
と
も
そ
の
一
囚
で

あ
る
が
Ｉ

を
強
め
て
お
り
、

登
り
窯
は
大
正
末
期
、
十

三
荒
で
、

増
加
の
少
い
の
に
比
較
し
て
、

立
址
業
者
は
約
四
上
戸

に
増
加
し
、

全
般
的
に
見

る
と
、
労
働
争
議
の
度
に
、

企
業
の
零
細
化

を
招

い
て
い
る
と
い
う
の
は
、

皮
肉
な
現
象
で
あ

る
と
と
も

に
、

京
焼
業
界
の
宿
命
と
い
わ
れ

る
小
企
業
形

態
を
伝

承
し

た
こ

と
に
つ
い
て

は
深
く
考
え
て
見

る
必
要

か
お
る
。

要
す

る
に
、

泉
涌
寺
坤
区
は
、
明

治
及

び
大
正

初
年

の
京
焼
の
急
発
震
に
対
応
し
て
開
拓
さ
れ
、
欧
州
大
戦

に
よ
る
好
況

を
受
け
て
、

Λ
’
囗
の
発
展

の
卒

艇
を
固
め
た
も



と
に

つ
い
て
は
深
く
考
え
て
見

る
必
要
か
お

る
。

要
す

る
に
、
泉
涌
寺
圸

ぼ
は
、
明

治
及

び
大
正
初
年

の
京

焼
の
急

発
展

に
対

応
し

て
㈲
拓
さ
れ
、

欧
州
大
戦
に
よ

る
好
況
を
受
け
て
、

Ａ
’
囗
の
発
展
の

基
礎
を
固

め
た
ら

り
犬
上
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卍

いまくま の

∩

築　窯　者

1. 西仁　太松(東の窯)

2. 福田　松斉(２代)

3. 若林与三松

4. 加藤　吉郎

5. 吉川　作松

6，佐藤　松山

7.　山本　龍山

ｙ

Ｆ

半
卜

全
　
よ
誓

とゾ ヶ

現所有者

山崎　忠忤

福田　松斉

若林　重造

加藤　吉郎

古川増太郎

若体　政古

松木　清隆

ｲt

一一うy

築　窯　者

8. 川瀬　白鳳

9，山川　勇作

1〔〕，中村　東洸

11. 西仁　太松(西の窯)

]2. 宮本与三松(平地窯)

13. 加藤　由吉

14，角田　喜蔵

翊

新日吉神社

松 本　　 萃（ 平地 窯 ２）

土 谷菊 次 郎

稲 本 七 太 郎

馬 場　 信 孝

加 浪 江|古

座　　 穴

日吉地区窯業分布図
昭 汞]勍 年/ 夕月

築　窯　者

15. 北村小太郎

16. 勝野六百一一

17. ぷa島　隆司

18，馬場　信孝

19. 井上　幸一

20，土谷菊次郎

2L 高島　敏秋

凡　 剔

d lal ---･-･ 大 正 時代 の築 窯

･!!!〕1)ｒ¶T¬Ｍｉ 一 戦 後 の樂 窯

アフビヤ数 字 ま築 窯 順 左示 吮

現 所 白 骨

小 山 数 一 郎( 平 片 窯)

勝 野　 栄 次

万･5 1; 俎4=1｣(jl亡川!lﾐりl)

馬 場　ｲ 言孝(　Z･)

井 上　 幸 一

土 谷 菊 次 郎

川 鵬　 敏 秋

築　窯　者

23、鳥島　隆司

24岫 レ 匸

25. 水野　良平

26･ 福川　松芥

27. 水野　定一

28. 川尻　七平

29. 浅井　川超

30，加佐　鉗谷

現斤 白十

鳥島　隆司Ｏに地窯)

加藤　山古( 石油窯)

水野　良平(平地窯２)

福川　松斤回乙凱帽

水野　定一(平地窯)

川 尻　七平(平広窯２)

浅井　出超Ｏ ンヽネル窯)

徂 佰　鏥右Ｏ卜地烹)



卍｡泉涌寺

1｡

2.

3.

4.

5.

6.

7.

豊

前川佐一

小川山毟

洵栄窯

伊品 俗成

窯

祥月陶苑

京風、加佐秀一

月輪恆|匈（有）

陶友窯

8｡　1徇立協組

9.　牧野楽堂

10刊 賍 悦ﾔｎ
］　
熊本工茶所

12.　平野窯

13.　窯仲会

14.　1甦莽製陶所

石炭窯(単窯)

15.　岩崎為次

16. 小川由却

17.　 西出浅次郎

位卜｣ ｀林製陶所

20. 光陶苑(株)

21. 内田邦夫

22. 森 奥弘

23.　熊 本工業所

24. 前田五雲

25. 加 古製陶所

26. 北村正太郎

27.　前田政一

28. 日昇陶器(株)

29. 林電賍器(株)

30.　馬場先外志彦

電　気　窯

31～33　 武|岡清太郎

34～36　 光陶苑(株)

Ｉ
　

い

3
7
3
8

39～40

41.

42～43

44～46

47～48

49～51

52～53

54～55

56～58
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Ｏ
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Ｏ

土
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乙
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）

八
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冖
り

池 川 超 山

宮 下 毎祐

清 水 政 川

岡 山 卓 家

富 田 栄 次 郎

奥 田 卯 之 刧

似｣ にヽ 1･??11j

今 固 善 和

加 藤 永 宰

脆 山 善 和

川 皿

寺　 尾

仙 山 義 川

人 野 達 夫

万 代 正 一

泉涌寺ぽ外(伏見)

登 広　平塚｣ﾐ堂

/･　 宮永車山

仁 川 竹 三

”　　女川友彦



の
と
み

る
こ
と

が
で
き

る
。

第
　
二
　
節
　
　
共
同
窯
、
貸
窯
の
普
及
と
伏
窯
の
出
現

明
治
よ
り
引
続
き
、
大
正
七
年
頃
ま
で

の
好
況

は
、

陶
磁
右
需
要
の
増
人

を
も
た
ら
し
、

ひ
い
て
、
日
川
品
單

産
が
奈
川
的
傾
向

を
示

す
に
至
０
、
愛

知
、

岐
阜
方
面

で

は
早
く
も
、
ト
ン
ネ

ル
窯

使
用

が
問
題

化
す

る
段
階
に
人
つ
だ
が
、

京
都
で
も
、

需
要
増
加
に
伴
い
、

登
り
窯
の
大
型
化
か
必
要
と

な
っ
て

き
た
。

他
面
、

登
り
窯
室
数
の

増
加
に
よ
り
、
各

室
に

よ
っ

て
焼
成
す

る
製
品

の
種
類
、
品

質
を
異
に
す

る
必
要
か
お

る
が
、
家
内
工
業
的
生
産
規
貘
の
下

に
あ
っ
て

は
、

一
業

者
で
大
量
に
、

乂
多
種
類

の
製
品
を
準
備
す

る
こ
と

が
困

難
で
、

稍
互
に
こ
の
不
足
を
柿
足
す

る
た
め
共
同

焼
成

が
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し

て
、

窯
の
共
同

使
用
と
行
窯
の
普
及
を
み

る
こ
と
と

な
っ

た
の
で
あ
る
。

共
同
窯
は
そ
の
文
字

の
如
く
、

三

三
或

は

四
、
五
の
製
造
工
場

が
共
同
し
て
窯
を

使
用
す

る
制
度
で
、
製
品
の
徑
頻

に
よ
り
或

は
工
場

の
ぼ
別

に
よ
っ
て
窯
詰
を
な
し

焼
成
を
共
に
す

る
も
の
で
あ

る
。

窯
焚
火
は
一
往
の
独
立
し
た
職
業
と
な
っ
て
い
て
、
一
窯
何
程
と
い
う

請
負
制
で
窯
を

焚
く

の
で
工
場

主
は
こ
れ
に
委
託
す

る
形

態
を
と

っ

だ
。

貸
し
窯
は

窯
の
持
主
が

口
至
、
二
室
と
製
造
者
に
法
を
貸
す
も
の
で
、

乂

小
工

場
へ
は
立
貸
し
と

言
っ
て

二
元
（
鎖
板

一
枚

壱
っ

み
上

げ
て

二
元
と
し

て

行
し
賃
を
定

め

る
。
）
若
干
と
い

う
こ
と
で

筒
単

に
賃

借
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
焼
成
は
専
門
の
窯
焚
火

が
引
受
け

る
こ

と
は
賄
述

と
同

様
で

あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
京

都
の
陶
磁
器
哭

界
の
、

当
面

の
生
産
壱
増
大
す
る
こ
と
に
は
役
立
っ
た

が
、

原
料
専
門
工
場
の
設
立

と
併

行
し

て
、

大
正
三

三
年
で
は
創
業
資
金
、

五
〇
円
か
ら
六
〇
円
位
で
、

生
産
が
で
き
る
こ
と
と
な
０
、
小

資
本
経
営
の
可
能
性
を
与
え
、

乂
そ
の
結
果
と
し
て
、
職
工
、
徒
弟

の
独

立
創
業

を
促
進
し
、

益
々
小
規

貘

経

営
の
傾
向
を
助
長
し
、

そ
の
後
の
業

界
の
発
屐

を
遅
ら
し

た

｝
つ
の
ぼ
円
と
も
な
っ
て
い

る
。

伏
　

窯
　

の
　

出
　

現

製
造
業
者

と
問
屋
開

に
、

特
約
販
売
の
制
と
し
て
、
伏
窯
の
制
度

が
現
わ
れ
は
じ
め

た
の

は
、

大

正
十
二
、

三
年
の
頃
と
い
わ
れ
て
い

る
。

こ
の
制
度
は
、

製
造
業

者
と
㈹
屋
の
開
に
お
い
て
製
品
の

｝
手
販
売

の
特
約
を
結

ぶ
こ
と
で
、

窯
を
伏
せ

る
、

と
い
う
。

そ
の
方
法
に
は
主
と
し

て
、

つ

ぎ
の
二
方
法
が
あ
り
、
そ
の
巾
比
較
的
「

口
」

の
契

約
か
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一

二
一



一
一
四

イ
　

脂
足

が
製

造
業
者
と

一
切
の
製
品
に
つ
き
、
無
制
限
に
一
手
販
売
の
特
約
を
結

ぶ
。

口
　
一
切
の
製
品
に
つ
き
、
一
定
の
数
量
又
は
、

時
期
を
定
め
て
一
手
販
売
の
特
約
を
結

ぶ
。

こ
れ
は
、
陶
磁
器
は
季

節
に
よ
り
、
需
要
の
増
減

が
甚

だ
し

く
、

問
屋
側
よ
り
す
る
と
、
需
要
期
に
当
っ
て

ば
、
製
造
業
者
が
家
内
工
業
的
生
産
様
式
で

あ
る
た
め
、

供

給
が
充
分
に
受
け
ら
れ

ず
、

他
面
、
製
造
業
者

は
、
小

資
本
経
営
者
が
多
く
、

有
力
問
屋

の
確
実
な
注
文
を
確
保
し
て
一
般
の
繁
、
閖
時
を
問
わ

ず
、
製
造
と
販

売
を
確
実

に
す

る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
た
め
、

こ
の

双
方

の
利

益
を
計
り
、
又
優

秀
技
術

者
の
製
品

を
独
占
し
、
値
崩
し
を
除
去
す

る
等
の
利
点
を
得

る
た
め
考
え
ら
れ

た

の
が
こ
の
制
度
で
あ
っ
た
。

第
　

三
　

節
　
　

試

験

研

究

、

教

育

養

成

機

関

１
　

京

都
市

立
陶
磁
器
試
験
場
の
国

立
移
管

明

治
時
代

に
お
い
て

述
べ
た
如

く
、

京
都
市
立
陶
磁
器
試
験
場
は
、
そ
の
設

立
以
来
、
我
国
唯

一
の
㈲
磁
器
試
験
場

と
し

て
大
い
に
業
界
に
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

更
に
こ
の
試
験
場
を
、
よ
０

権
威

あ
ら
し

め
、

よ
０

内

容
の
充
実

を
期

す
る
た
め
に
は
、

両
立
に
移
竹
し
、

一
頷
の
飛
躍

壱
期

す

べ
し

と
の
意
見
が
盛
ん
に
な
り
、

鏥
光
山

水
兵
衛
、
松
風
嘉

定
、
藤
江
永
孝
場
長
市

選
出
の
巾
安
信
三
郎
代
議
士
等
が
中
心
と
な
り
、

猛
迎
動
を
試
ろ
み
、
明

治
四
十
四

年
、

第
二

十
七
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
、

衆

議
院
議
員
、
阪
本
奎
弥
他
六
議
員
か
ら
、
農
心

務
省
直
帖
と
す

べ
古
辻
議
案

を
、

衆
議
院
に
提
出
、
遂
に
採
沢
さ
れ
た
。

こ
の
国

立
移
竹

運
動
に
対

し
て
は
、

名
古
屋
市
の

猛
然
な
反
対
運
動
が
計
開
さ
れ
、
最
後
に
京
都
に
決

定
し

た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
一
向
実
現

せ
ら
れ
ず
、

大
正
七
年
、
京

都
市

は
国

立
移

管
の
請
願

書
を
、

時
の
、

仲

小
路
農
商
務
大
巨

に
捉
出
し
、
乂
、
化
学
工
栄
調
去
会
、
大
日
本
窯
業

協
会

等
か

ら
も
、

両

立
窯
業

試
験
所
設
置
の
建
自
書
を
出
さ
し

め
、

農
商
務

省
を
百

励
し

た
。
こ
の

閧
の
事
情
に
つ
き
大
正
六
年
九
月

号
の
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
三
〇

一
号
に

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事

か
お
る
。

陶
試
国
立
問
題
（

京
都
囗
の
出
新
聞
）

京

都
市
に
於
て
は
計
報
の
如

く
現

在
の
市
立
陶
磁
器
試
験
場
は
作
業
工

場
等
に
狭
隘
を
感
じ
、
不
便
尠
か
ら
ざ
る
よ
０

近
く
本
年
度
巾
に
於
て
追
加
予

算
を

請
求
し
元

。

囗
古

痼
院
跡
市
有
地
に
侈
転
せ
ん
と
の
耐
山
あ
り
て
当
局
に
於
て
七

五
条
坂
附
近
関
係
業
者
の
意
嚮
を
探
０

つ
つ
あ

つ
た

が
最

近
農
心
務

省
に
於
て
は
東

京
、

人

阪
両
工

菜
試
験
場

と
共

に
京

都
の
陶
磁

器
試

験
場

を
も

之
を
国

立
に
な
さ
ん
と
の
意
嚮
あ
り
、

此
程
、

船
出
場

長
、

石

川
助
役
荳
び
に
松
風
嘉
定
、

鏥
光
山
京
兵
術

氏
等
は
農

商
務
省
側

の
意
見
を
き
く

べ
く

東
上
し
人
臣
・
局
長
及

び
蔵
川
書

砲
官

並
び
に
国

立
賛
成
論
者
た
る

武
井

貴
族
院
議
貝
と
親
し

く

会
見
の
上
相
互

に

意
見

を
交

換
帰

洛

し

た
…
…
…

以
上

の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、

遂
に
第
四
十
一
議
会
で
予
算
の
決
定
を
見
、

同

八
年
四
月

五
日
、

勅
令
第
八
十
三
号
を
も
っ
て
、

陶
磁
器

試
験

所
設
置
官
制
が
公
布
さ

れ
、
当
分
の
開
そ
の
事
務
は
京
都
市
立

陶
磁
石

試
験
場

で
耿
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。

京
都
市
は
、
敷
地
五
〇
〇
〇
坪
、
機
械
、
器
具
、

参
考
図

書
類

を
政
府
に
提
供
し
、

同

九
年
十
二
月
、
下
京

ぼ
（
現

在
東
山

ぽ
）
本

町
十

九
丁
目
に
、
庁
舎
の
新

築
を
完
了
し

て
、

こ
こ
に
移

転
し

た
。

註
、
こ
の
間
大
正
四
年
初
代
場
長
藤
江
永
孝
逝
き
、
工
学
博
士
、
槓
川
笠
橘
が
後
任
と
な
っ
た
。

こ
の
業
界
待
望
の
国

立
試
験
所

は
、

前
述
の
通
り
業
界
一
般
の
結
束
と
、

当

時
の
先
覚
者
の
多
大
な
、

負
担
、

努
力
に
よ
り
、

名
古
屋

市
と
の
猛
烈
な
競
争
を
排
除
し

て
、
京
都
に
設
け
ら
れ

た
も

の
で

あ
ハ
ソ
、
京

都
業

界
発
震
の
原
動
力
と
し
て
、

期
待

さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
昭
和
二
十
七
年
、
名
古
屋
工

業
技
術
試
験
所
の
一
部
に
、

移
転
、
廃
止
さ
れ

た
こ

と
は
返
す
返
す
ら
、

残
念
な
こ
と
と
い
わ

ね
ば
な
ら

な
い
。

２
　

京
都
市
陶
磁
器

講
習
所

さ
き
に

明

治
四
十
四

年
来

菜
界
の
子

弟
養
成
の
た
め
、

京
都
卜に
宍
立
、

陶
磁
器
試
験
場
の
事
業
の
一
部
と
し
て
、

京
都
陶
磁
器
試
験
場
附

属
伝

習
所
が

設
け
ら
れ
て
あ
っ

た
。
こ
れ
は
業
者

の
了

弟
を
始
め
一
般
青
少
年
に
陶
器
製
造
の
技
術
壱
教
え
次
代
の
陶
泉
家

を
養
成
す

べ
き
目
的
で
あ
る
。

つ
い
で
大
正
九
年

一
月
京

都
市

立
陶
磁
器
試
験
場
が
国
立
に
移
竹
さ
れ
た
の
で
、
同
伝
習
所
は
試
験
場
上
り
離
れ
て
独
立
し
、

京
都
市
立
陶
磁
器
講
習
所
と
改
称
し
、
同

年
七
月
、
東
山
通

五
条
上

る
梅
林
町
旧
試
験
場
跡
に
移
転
し

た
。

大
正
十
五
年
三
月

に
い

た
り
、
同

所
を
閉
鎖
し
、

試
験

検
定
事
業
及
び

ゼ
ー
ゲ

ル
氏
三
角
錐
製
造

は
、
京

都
市
立
工
業
研
究

所
へ
、
教

育
聨
業
は
、
京
都
市
立
第
二
工
業
学
校
へ
移
竹
さ
れ
た
。

大
正
九
年
八
月
十
三

日
、

囗
の
出
新
聞
所
蔵
陶
磁
説
伝
習
所
の
記
事
壱
抜
粋
す

る
。

京
都
市
陶

磁
器
伝
習

所
（

大
正
九
年
八
月
十
三
日
日

ノ
出
新
聞

）

国

立
陶
磁
器

試
験

所
は
本
年

一
月

十
五

目
京
都
市
立
陶
磁
谷
試
験
場
よ
り
独
立
し
、

深
草

に
土
工

全
部
を
終
り
旦

卜
建
築
に
従
事
し
十

一
月
開
場

の
予

定
で
あ
る
が
、

京

都
市
立

陶
磁
器
伝
習

所
は
従
来

の
陶
磁
器
試
験
場

全
部
を
使
用
し
十
二

日
新
所
長
に
、

市
技
師
、
大
須
賀

真
藏
氏
を
任
命
し
、
十
年
度
に
目
立

陶
磁

⑤
試
験

所
の
北
手

に
総
坪
子
八
百
坪
巾

に
約
血
白
三
十

四
坪

の
建
物
を
建
て

る
と
い
っ

て
い

る
…
…
…
。

一
一
五



一

二
（

３
　

京

都
市
立
工
業
研
究
所
窯
業
部

京

都
市
立
陶
磁
器
試
験
場

が
国

立
に
移
管

さ
れ
、

柚
川
豊
橘
博
士
も
行
長
と
し
て
同
所
に
移
っ

た
。

其
時
徒
弟
養
成
を
目
的
と
し
て
伝
統
を
持
っ

た
伝
習

所
は
残
っ
て
京

都
市
立
陶
磁
器
講
習
所
と
改

称
さ
れ
五
条
の
試
験
場
跡
に
そ
の
ま
ま
残
り
、
大
須
賀
真
蔵

が
所
長

と
し

て
就
任
し

た
こ
と
は
前
述
し
た
。

京
都
市
立
工
業
研
究

所
は
大
正
九

年
に
設
立
京
都
駅
の
南
側
九

条
に
建
築
を
始
め
同

十
二

単
完
成
（

同
年
九
月
の
関
東
大
震
災

に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
）
同
年
秋
竣
工

式
を
盛
大
に
挙
行
し
、

初
代

所
長
仲

井
俊
雄
は
同
年
四
月

に
就
任
、
万

事
を
指
褌
し
た
。

大
正
十
五
年
工
業
研

究
所
に
窯
業

部
が
新
設
さ
れ
前
述
の
人
須
賀
貞
藏

が
部
長
と
な
り
講
習
所

も
窯
茶
部

に
属
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

窯
業
部
は
元
五
条
の
市
立
陶
磁
器

試
験
場
の
工
場

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
事
業
を
つ

づ
け

た
。

昭
和
九
年
大
風
害

が
あ
っ

て
五
条
の
窯
業
袮
も
九
条
の
工

業
研
究
所
内
に
移
転
し
、

ゼ
ー
ゲ
ル
三
角
錐
の
製
造
を
も
兼
ね
て
業
界
の
指
導

ご
研

究
を

進
め

た
。

仲
井

所
長

は
昭
和
十
七
年
四
月

退
任
後
猪
飼
所
長
を
経
て
森
川

所
長
、
次

い
で

吉
本

所
長

と
な
っ
た
。

４
　

工

業

学

校

窯

業

科

京
都
市

立
第
一
工
具

学
校
に
新
し

く
窯
業
抖
が
付
設
（
人
正
年
代
）

さ
れ
五
条
の
工
業
研
究
所
窯
業
部

に
併

立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が

後
第
二
工
業
学
校

が
新
設

さ
れ

た

の
で
第
一
工
業

学
校
の
窯
業

抖
を
第
二
工

業
に
移
し
、
伏
見

の
新

建
設
校
合

内
で
授
業
を
始
め
た
。
教
㈲
と
し
て
小
川

新

｝
郎
、

高
野
忠
等
が
在
職
し
た
。

第

四

節
　

近

代

工

場

組

織

ヘ

ー
　

松
風
工

業
株
式
会

社

従
来

の
松

風
陶
器
合

資
会
社

は
そ
の
組
織
を
変
史
し

て
、
人

。万に
七
年
一
月

、
松
風
工

業
株
式
会
社
と
し
て
、

合

資
会
社

時
代
の
平

業
を
継
承
す

る
と
と

も
に
新
し

い
事
業

を
採
り
入
れ
順
調
に
経
過
し

た
。
そ
の
主
要
な
膕
業
と
、
株
式

組
織
に
変
炎

後
の
事
業

拡
張

の
概
要
は
つ

ぎ
の
通
り
で

あ
る
。

○
主
　

要
　

事
　

業

巾
　

電
気
用
磁
器
製
造

㈲
　

化
学
陶
器
製
造

㈲
　

愉
出
向
陶
器
製
造

㈲
　

電
気
川
其
他

の
諸
機
械
及
材
料
の
売
貝

㈲
　

陶
器
原
料
、
材
料
及

び
燃
料

の
採

掘
、

製
造
韭
び
に
先
買

㈲
　

計
器
類
、
常
気
用
器
、

一
般
絶
縁
物
の
製
造

○
事

業

の

拡

張

①
　

師
団
街

道
松

風
循
に
第
二
工
場
の
新
設
。

工
場
長
、

橋
本
隹
造
の
下

回
、
化
学
陶
外
全
般
の
製
造
を
始
め
た
。

主
要

製
品

は
、

大
形

蒸
発
皿
、

ビ
ー
カ
ー
、

パ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
る
っ
ぼ
。
牛
ヤ
セ

ロ
ー

ル
等
で
あ
っ
た
。

②
　
大
　

谷
　

炭
　

坑

福
岡
県
立

穂
耶
で
人

谷
炭
坑
を
経
営
し

た
。

其
隹
、
名
古
屋
巾
白

壁
胆
に
名
古
隴
支

店
壱
設
け
、

林
耿
締
役
を
支
店
長
と
し

て
、

輪
出
向
陶
磁
答
絵
付
一
切
（
石

版
転
写
応
用
を
主

と
す

る
言
　
の
製
造
を

行
っ

た
。

ス
以（

会

社
時
代
の
も
の
壱
継
承
）

松
風
工
業
株
式
会
社
の

詳
細

は
、
人

心
時
代

を
も
仆
‥
め
て
、

明
治
鐺
で
記
述
し

た
の
で
、

こ
こ
に
は
、

こ
の
程
度
で
止
め

る
。

２
　

松
風
陶
歯

製
造
株
式
会
社

こ
れ
ま
で
、

わ

が
国
で

使
川

さ
れ
て
古
た
高
級
陶
歯
は
全
部
、

米
、

独
方
面
よ
り
輸
入
し

て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

大
ぶ
」
四
年
、
松
風
工
業

株
式
会

社
社
長

松
風
嘉
定

は
、
予

て
陶
磁
器

試
験
場

長
藤
江
永
孝
よ
り
窯
炎
の

一
部
門
に
陶
歯
佰
造
の
有
望

な
こ

と
を
聞

い
て
い
た
の
で
渡
米
を
機
に
米
田

の
陶
半
製
造
工
場

を
視
察
し
、
乂
当
時

ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
陶
川

技
工

所
を
闘
い
て
斯
業
界

に
牡

評
を
得

て
い

た
荒
本

紀
男
を

尋
ね
て
其

意
見
を
問
古
、

シ
カ
ゴ

に
貿
昜
商

を
営
ん
で
い
た
名
古
屋
の
瀧
藤
洽
三
郎
と
も
会

口
子
亢
本
に
川

朝
を
す
す
め
、

火
牛
（

年
か
ら
松
風
工
業
株
人
会
社

第
二
工
場
内
に
陶
半
研
究

所
を
設
け
、

荒
木

が
ア

メ
リ

カ
で

体
得
し

た
陶
衝

製
造
を
基
礎
に
研

究
を
始

め
、
化
学
的
方
面

に
は
工

学
心
十
北
村
弥

一
郎

が
協
力
し
、
蘭
牙

の
形

態
に
関
し
て

は
医

学
博
士
小

野
良

之
助

か
日
本
人
の
歯
牙
の
特
性
に
つ
い
て

参
与

協
力
し
、

我
国
長

の
口
腔
に
辿
す
る
陶
床

を
完
朧
し

た
。

当
研
究

所
で

は
、

陶
歯

の
み
に
止
ま
ら

ず
、

歯
科
医

の
使
用

す
る
材
料
一
切
に
亘
０

研
究
を
す
す
め
、
ゴ

ム
材
料
、
合

金
材
料
、

埋

一
一
七



冖 ＝

一一

一

八

没
材
々
料
等

々
の
歯
科
材
料
の
研
究
述
成
に
っ
と
め
た
。

こ
れ
等
に
就
て
は
技
師
宣
津
一
に
負
う
処

が
少
く
な

か
っ

た
。

こ
う
し
て
、
大
正
十

｝
年
、

資
本

金
百
万
円

を
も
っ

て
、
松
風

陶
歯
製
造
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
、
松
風
百

定
社
長
と

な
り
、
松
風

憲
二

が
実
際
の
事
務
を
司
っ
た
。

技

師
長

け
前
紀
荒
本
紀
屶
で
あ
っ
た
。

製
品
は

遂
年
改
良

が
加

え
ら
れ
、

わ
が
国

歯
科
界
の
大
き
な
発
達

の
も

と
を
築
き
、
更

に
外
国

に
も
輪
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ

た
。

こ
の
会
瓧
こ
そ
、

日
本
員
刧

の
高

級
陶
蘭
の
製
造
工
場

で
あ
り
、

京
都
業
界
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

３
　

越
山

製
陶
株
式
会
社

大
正
七
年
合

資
会
社
越
山
製

陶
所
を
繼

承
し

て
、

資
本
金

一
〇
万
円
（
二
分
の

一
払
込
）

で
設

立
さ
れ
、

本
社
を
京
都
市
東
山
区
人
和
人
略
通
り
五
条
下

ル
朿
入
芳

野
町

に
有
し
、
本
村
宇
之
助
を
社
長

と
す

る
同

族
会

社
で
、
平

野
耕
輔
に
よ
っ
て
イ

タ
リ

ヤ
の
技
術

を
導
入
し

た
。

マ
ジ

ョ
リ

カ
焼
の
、
額
皿

ペ
ン
皿
、
ブ

。
ク
ェ

ン
ド
、

及
び

置
物
隴
び
に
一
部
家

庭
川

食
外

を
製
造
し

、
越
山

マ
ジ

ョ
リ

カ
焼
の
翕
で
業
界
に
知
ら
れ

た
。

同
八
年
、
当

時
勃

興
し

か
建
築
業

界
の
タ
イ

ル
の
需
要
増
大
に
呼
応
し
て
鳥
羽
街

道
深
草

に
第
三
工
場

を
建
設
し

、

浮
洲
武
彦
技
師

を
招

㈹
し

て
建
築
用
白
色

タ
イ
ル
の

製
造
を
始

め
た
。
そ
の
工

場
の
規
貘
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。

工
　

煬
　

敷
　

圸
　
面
　

仏

工
　

場
　

娃
　

物
　

而
　

仏

饑
　
　

械
　
　

設
　
　

備

フ　 焼

リ

ッ　 成

卜

百

窯
（
石
炭
焼

成
倒

蝠
式

角
窯
）

窯

尺
　
　

煙
　
　

突
（
赤
煉
瓦

造
）

約

四凾
一

千

坪

二　 一　 匹l　一　 約

五

百

基　 基　 基　 式　 坪

製
造
数
量
は

１
ヵ
月
二

十
万

佃
余
で
、
当
時
有
名
で
あ
っ

た
不
二

見
タ
イ
ル
、
佐

治
タ
イ
ル
、
淡
陶
タ
イ

ル
等
の

一
流
泉
者
と
韭
っ

で
名

を
挙

げ
、

そ
の
製
品
の

一
部
は

巾
国
（
上
海
方
面
）
へ
も
輸
出

さ
れ

た
。

こ
の
会
社
は
不
幸

に
し
て
辿
当
な

後
継

者
が
な
く

後
目
廃
泉
の
止
か
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
た

が
、

伝

統
と
、
丁
芸

的
作
品
を
爪
ん
ず
る
京
都
の
窯
業
界
に
あ
っ
て
、

量

産
体
系
に
よ

る
建
築
用
品
の
生

産
に
路

切
っ

た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第

五

節
　

原

料

製

造

工

業

の

発

展

陶
磁
器
生
産
に
必
須

の
陶
土
は
地
元

で
の
産
出
は
非
常
に
僅
少
で
、

多
年
、
天
草
、
出
石
、

瀬
戸
、
岐

阜
、

滋
賀
（

信
楽
）
伊
賀
等
の
遠
隔
地
か

ら
の

供
給

に
頼
っ
て

き

た
の
で
あ
る
が
、

規
役
の
小

さ
い
工
業
形

態
で
は
思
う
よ
う
な
、
原
料
の
入
手
、
錮
盤

が
困
難
で

あ
０

乂
、

量
よ
り
質
を
重
視
す

る
京
都

の
特
殊
性

と
相

ま
っ

て
、
原
料

専

門
皇
者
の
出
現
を
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、

明
治
四
十
三
年

金
岩
原
料

店
を
改
組
し

て
日
本

陶
料

会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
を
け
じ
め
と
し
て
、

第
一
次
大
戦

の
好
況

時
に
原
料

製
造
工
煬

は
急
激
に
増
加
し

て
、
大
正
十
五
年
に
は
そ

の
数
十

一
と
な
っ

た
。

こ
の
よ
う
な
原
料

製
造
専
門
工

場
の
多
数
出
現
し
た
の
は
、
京
都
の
生
産
様
式

の
一
つ
の
特
色
と
い
え
る
こ
と
で
、

他
の
窯
業
地
－

瀬
戸
、

多
治
見
、

土
岐
、

有
田
、

信

楽
等
ｊ

で
は
、
陶
磁
器
製
造
工
場
自
休

が
原
料
土

を
有
し
て

坏
土
（
生
地
土
）
の
精
製
、

鯛
諳
を
行
っ
て
い
る
の
と
比
較
し
て
、

京

都
の
小

規
役
経
営
組
織
が
閃
を
な
し
て

い
る
、
乂
こ
れ
ら
の
原
料
丁
場

が
二

丈

に
小
企
業

の
増
設
を
誘
致
し
た
と
も
い
え

る
。

大
正

十
五
年
京
都
の
原
料
製
造
工
場
の
主

な
も

の
は

日
本
陶
料
株
式
会
社
（

明
治
鎬
に
回
戦

）

長

谷

川

陶

料

店

日
本

陶

磁

器

会

社

等
で

あ
っ

た
。

第
　

六
　

節
　
　

労
　
　
　

働
　
　
　

事
　
　
　

情

人
正

年
代

に
∧
０
、

労
働
者
意
識
の
拡
大
と
、

一
般
労
働
運
動

の
進
展
に
っ
れ
、
当
業
界
で

も
新
興
陶
業

地
の
発
震
と
相
俟
ち
、

特
に

そ
の
不
況

時
に
は
、

労
働

争
議
を

誘
発
し

て
い
る
。

こ
の
業
界
の

争
議

の
特
徴
は
、
既

述
し

た
よ
う
に
、
そ
の
経
営
形

態
の
殆
ん
ど
が
小
企
業
で
あ
る
た
め
、

一
企
業
休

の
み
で

の
争
議
は
見
受
け

ら
れ
ず
、

い

づ
れ
も
吝
地
区

別
、

又
は
、
京
都
市
内

陶
磁
然
製

造
業

を
統
括
し

た
争
議
と
な
っ

て
出
現
し

、
労
資
共
、
横
の
述
繋
と
団
結
を
も
っ

て
対

抗
し

た
も
の
で
、

労
働

者
側
の

支
援
団

体
も
、
他

業
種

か
ら
応
援
、

指
導
を
仰

い
で

い
た
の
で

あ
る
。

こ
の
う
ち
、
人
正
十
二
年

に
は
、
新
興
陶
業
地
と
し
て
、
進
歩
的
企
業
体
の
多
か
っ

た
日
吉
圸

ぼ
を
中

心
と
し

て
争
議
が
お
こ
っ
た
。

こ
の
と
き

は
、

第
一
次
大

戦
後
の

一
一
九



皿-

匸

一
〇

不

況

の

嵐

の

中

に
、

経

営

者

側

は

、

賃

金

値

下

げ

壱

捉
示

し

、

労

働

者

側

は

こ

れ

に

対

抗

し

て

立
上

っ

た

も

の

で

あ

る

が

、

労

働

者

の
団

結

は

不

充

分

で

、

僅
か

三

日

で

経

営

者

の
要

求

个

谷
礼

で

解

決

し

た

。

人
ｙ
に
十

三

年

、

岡

崎

の

聨
公

会

堂

で

、

京

都

陶

磁
然

工

組

合

が

結

成

さ

れ

た
。

こ

れ

は

前

年

の
争

議

に

敗
北

を
し

た

労
働

者

が
、

こ

れ

に

刺

戟

さ

れ

て

、

よ

り

強

固

な
団

結

を

図

る

た

め
、

京
都

の
労

働

者

の

団

休

で

あ

っ

た
友

愛

会

の
指

導

の
下

に
、

組

合

を

結

成

し

た

も

の
で

、

こ

の

組
合

の

斗
土

の

巾

に

は
、

現

在

、

有

力

陶

磁

器

製

造

業

主

と

し

て

そ

の
温

づ
壱

う

た

わ

れ

、

社

会

党

、

現

生

社
会

党
、

共

産

党

の

京

都

有

力

幹

部

と

し

て

跼

名

を

は

せ

、

あ

る

い

は

す
で

に
物

故
し

て
、

二
代

目

が

、

代

表

的

事

業

を

掌

る

等
、

何

れ

も

感

慨

深

い

人

な

ど

の

あ

る

の
も

興

味

が
持

た

れ

る
。

つ
い

で

人

正

十

三

年

四

月

、

松

風

工

具

に

労

働

争

議

起

〇

、

一
ヶ

月

開

労

資
対

峙
し

、
工

場

に

は

工

八

等

朧

城

し

て

作

業

し

た
。

此

の

時
代

で

は

か

な

り

の

大

争

議

で

あ

っ

た

。

人

止
十

四

年

の

初
夏

打

続

く

不
況

の

た

め

、

資

本

家

側

は

商

工

組

合

を
通

じ
て

、

金
地

ぽ

に
対

し

、

一
律

賃

金

三

割

値

下

を

捉
・
察
し

た
。

組

合

は

前

年

結

成

し

た
団

体

の

試

金
石

と

し

て

、

そ

の

斗

争

本

部

壱

、

三

島

神

社

（
渋

谷

通

上

馬

町

）

に
お

き
、

友

愛

会

や
岡

崎

の

奥

村

常

気

労

働

組

合

の

奥

村

甚

之

助

等

の

支

援

を

う

け
、

組

合

八

は

陶

谷

の

行

叩

販

売

壱

行

っ

て

資

金

搬

得

に

っ
と

め
、

爾
來

約

二

ヶ
月

に

亘

り

、

強

力

な

争

議

態

勢

を
も

っ
て

対

抗

し

た

。

資
本

家

側

は
、

当

時

、

京

都
で

勢

力

の

あ

っ

た

侠

客

に

仲

介

を

依

頼

し

、

そ

の
侠

客

の

交

渉

を
受

け

た

労

働

者

側

も

、

結

局

、

一

割

耳

分

の

賃
下

げ

个

承

諾

し

て

、

囗

古

神

社

で

手

打

式

と

い

う

大

時

代

的

仁

方

法

で

こ

の
争

議

も

解

決
し

か

。

こ

の

争

議

に

参

加

し

た

組
（

口
‥臼
は

約

四

町

名

で

あ

っ

た
。

註
、
こ
の
争
議
中

は
、

侠
客
を
巾
に
は
さ
ん
で

、
短
刀
、
槍
等
も
時
に
渦
巾

に
入
り
、
乂
争
議
解
決

と
い
え

ば
、
卜
打
武

に
ふ
さ
わ
し
く
。
囗
古
神
社

に
は
四
斗
心

白
二
本
も
川

意
さ
れ
、。
双
方

シ
ャ
ン
く

と
卜

を
し
め
て
、
解
決
さ
れ
た
と
い
う
。

第
　
七
　
節
　
　
そ

の

他

１

大
日
本

窯
業

協
会
京

都
支
部

設
立

人
正
十
年

一
月

十
六
囗
、

窯
業

協
会

の
京
都
支
部
加
岡
鯔
公
会
党
で
結
成
さ
れ
、
同

協
会

初
の
支

部
と
し

て
発
足
し

た
。

支
　

部
　

長
　
　

北
村

側
一
郎

顯
　
　
　

問
　
　

中
沢
六
大
（
工

所
）
、
柚
川
笠
椢
（
工
所

）
、
錦
光
山
宗
兵
術
、
松
風
窓
定

評
　

議
　

付
　
　

橘
本

隹
造
、

細
木
松
之
介
、
河
井
寛
次
郎
、
河
村
半
次
郎
、
吉
岡
訪
作
、
中
沢

良
夫
、
浮

洲
武

彦
、

福
川
古
卜
一
、
小
西

龍
太
郎
、

耕
山

愛
太
郎
、
酒

に
工
元
ふ
に
、

木
村

彌
一
郎
、
穴
永
東
山
、
清

水
六
兵
衛
、
重
京
英
、
平
岡
利

兵
術

、
杉
崎
竹
三
郎

幹
　
　
　

事
　
　

海
柵
紀

コ

藤
問
幸
二
、
大
須
賀
真

蔵

こ
の
囗
は
発
会

式
を
兼
ね
て
講
演
会
及

び
懇
親
会

が
催
さ
れ
た
。

講
師
は
松
風
窓

定
、
芝
川

理
八

、
北
村
弥
一
郎
、
の
三
氏
で
、

関
係

者
百

余
名

出
席
盛
大
な
懇
親
会
で

あ
っ
た
。

２
　

時
　
習
　

園
（

大
正
９

、
1
1、
2
0京
都

囗
ノ
川
新
問

）

小

沢
六
太

所
十
指
導
の
下

回
㈹
磁
口
述
陶
川
、
漆
石
に
京
漆
川
、

偸
織
に

道
楽

園
の
三
園
が
あ
つ
た
が
、

竹
芸
術
を
研

究
す

る
作
家
団
休

の
内
、

青
年
作
家
を
集
め
て
時

習

則
壱
組
織
し

か
。
会

八
は
、
陶
器
で
は
、

伊
東
義
治
、
浮
目
楽
徳
、
池
川
泰
山
、
小
川
文

斉
、
井
本

米
呆

、
浅
皿

言
蔵
等

尚
霜
几
正
三
郎
、

福
川
六

コ
圃
氏
は
佰
作
と
凡

て
の
相
談
に
応

ず
る
聯
と
な
り
た
り
・
。

３
　

京

都
陶
磁
器
奨
励
会
（

人
正
1
1・
ｎ

人

目
木
窯
矢
会
訛
誌
）

京

都
陶
磁
居
商
工
同

業
組
合
奨
励
会
の
略
袮
で
、
全
紙
介
八
を
会
八

と
し
、
事

務
所
を
酊

立
陶
磁
器
川

習
所
内
に
皿

き
、

総
裁
府

刧
乍
、
会

長
錦
光
山
京
兵
柄
、
総
務
節

長
松

瓜
嘉
定
で
、

そ
の
事
業
は
、

憲
　
匠
　

部
　

節
長
計

水
六
兵
術
、
技
師
萄
地
左
馬

太
郎
で
京
焼
匸

滔
合
す
る

ぼ
案
の
作
成
及
募
集
、

参
考
品
川

入
展
辿

且
　

技
　

部
　

節
片

平
岡

利
兵
術
、
職
工
且

技
会
、
奨
陶
会
、
指
定
作
品
及

び
図
案
応
用
作
品
股

覧
会
、

ヤ
り
名
石

股
覧
会
、
謡
話
会

研
　

究
　

部
　

耶
長
申
川
忠
次
郎
、
京

焼
と
他
地
方
製
品

と
の
比

餃
研

究
等

原
料
羂
炎
部
　

部
長
耕
中

霞
太
郎

技
　

術
　

部
　

部
長
川
勝
人

三
郎
、

技
帥
海
柵
紀

一

地
方
視
察
祁
　

部
長
酒
見
外
次

二
一
。一



匸

匸
一

会
　

計
　

部
　
部
長
谷
日
長
次
郎

京
都
陶
磁
石
奨
励
会
展
覧
会
の
批
評
（

大
正
９

、
1
2、
ｎ

読
売
新
聞
）

大
正
九
年
十
一
月

十
五
、
六
日
　
　
　

京
　

都
　

市
　

公
　

会
　

堂

不

正
九
年
十
二
月
七
－

十
　

二

目
　
　

大
　

阪
　

高
　

昌
　

泉

が
　
　
　か
　
十
七
－

二
十

一
囗
　
　

東
　

京
　

高
　

隔
　

泉

鏥
光
山
宗
兵
衛
、
松
風
嘉
定
氏
等
を
首
脳
と
す

る
京

都
陶
磁
石

奨
励
会

成
立
後
第
一
の
試
み
と
し
て
の
会
席

食
器

組
物
作
品

競
技
会

は
、

作
家

五
十
余
名

が
研

究
の
結

果
と
し

て

飯
茶
碗
、
小
吸
物
碗
、
向
附
、

刺
身
皿
、

醤

油
皿
、

五
寸
川
の
六
品

を
取
合
せ
た
七
十
五
組
の
何
れ

も
秋

を
課

題
に
し

た
も
の
だ
が
、

六
兵
術
、

陶
山
、
東

山
、
萬
珠
堂
、
計
水

等
の
作
は

流
石

に
渋

く
て
重
み

も
あ
り
面

白
く
、
泰
山
、
松
韻
堂
、
楽

々
堂
な
ど
も
夫

々
自
家

の
恆
を
発
抑
し

、

中
に
は
数
名
の
合
作
も
あ

る
。

値

段
は
十
人
前

が
五
十
円
か

ら
五
百
円

近
く
ま
で
。

○
同
　

批
　

評
（

大
正
９

、
1
2、
９

大
阪
毎
日
新
聞
）

食
器
六

種
を
秋
と
云

う
課
題
に
統
一
配
合
さ
れ

る
所

に
豊
か

な
芸
術
味

が
流
れ
て
見
た
目
に
頗
る
快
よ
い
。

人
体
皆
秋
と

い
う
感
じ
は
色
濃
く
現
れ
て
い
る
け
れ
ど
も

そ
れ
は
菊
と
か
、

紅
葉
、
月
、
圉

な
と

が
ら
受
け

る
秋

の
感
じ
で
、
慾
を
い
え
ば
一
目
見
て
受
け

る
パ
ッ
ト
し

た
感
じ

よ
り

も
清
楚
に
し

て
寂
し

み
の
膃
っ
た
も
の
を
よ

り
多
く
見
た
か
っ
た
…
……
。
乂
秋
の
感
じ

を
出

寸
に
愆
な
る
の
余
り
向
附

が
大
き
な
栗

の
形

で
あ
っ
た
り
す

る
の
は
些
か
囚
は

れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
。

４
　

泰
　

平
　

窯
（
泰
平
属
）

人

心
年
代

の
中
川

よ
り
市

立
陶
磁
服

試
験
場

の
菊
地
言
馬
太
郎
、
福
出
府
『

杉
崎
竹
次
郎

等
の
図
案
竹
川

関
係
の
人
々
が
集
り
、

一
往
の

陶
磁
研
究
会

を
作
り
、

こ
れ

を
泰

七
百

と
袮
し

て
月

一
、
二
回

の
会
合

を
行
い
、
作
品
は
主
に
こ
れ
を
加
藤
溪
山
の
青
磁
窯
で
焼
い

て
芦
屋

に
住
ん
で
い
た
辻
常
吉
が
耿
扱
っ
て
お
っ

た
。

乂
、
辻

は
豊
川

運
送
店
主

と
合
同
し

て
「

タ
イ

ル
」

の
製
造
販
売
を
志
し
、
池
川
泰
山
の
技
術

と
現

携
し

て
泰
平

タ
イ

ル
と
し
て
売
り
貽
め

た
が
、

泰
山
と
の
あ
い
だ
が

う
ま
く

行
か

ず
、

タ
イ
ル
を
断
念
し

三
河

の
瓦
屡
と
組
み
、
乂
越
前
に
瓦
窯
を
築

い
て
、

タ
イ
ル
の
製
造
販
先
に
専
念
し
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

奮
平

居
或

は
卒
平
窯
の
箔
書
き
、
直
一
の
書
銘
の
あ

る
青
磁
の
作
品

は
今
も
辻
家

に
多
く
残
っ
て
い
る
。

第

四

篇
　

現

代
　
　

篇
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